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次世代調査の始まり

令和元年・・・カネミ油症次世代の調査を行うことを提案

→調査をきっかけに差別や偏見が起こるのではないかと心配

→次世代の健康障害に関する訴えが多い

患者団体から次世代調査を開始することに同意が得られる

令和2年・・・どのような調査にするか検討が始まる

令和3年から次世代調査が開始となる



調査対象者・・・・油症認定患者の子供と孫

次世代への健康被害について
明らかにする

次世代調査票

油症検診

困っている自覚症状
かかりやすい病気の傾向
生活状況など

客観的データ
診察
血液データ等
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令和６年度次世代調査フロー図

全国油症
治療研究班

調査票データ
の収集

客観的データ
の収集

分析

調査参加者
（認定者の子・孫）

調査票の回答

自治体による
検診を受診

調査票の回答および検診受診の確認後、謝金の支払い

自治体に
よる検診
(7月～10月)
自治体ごとに
日にちは

決まっています
早めにご連絡
ください

R3～5年度に参加した方及びR6年度も参加すると
確認できた方へ必要書類を送付する（5月）

自治体より検診に関する連絡あり

都道
府県

診察
血液検査

指定日に油症検診を受診する

お住いの都道府県へ
カネミ油症検診を
受診する旨電話する

認定者のお子様で
調査への参加をご希望の方

全国油症治療研究班(092-642-5211)へお電話ください

調査票の回答（Webまたは郵送)
個人票、同意書を記入し、返送する（８月末まで）



令和6年度 カネミ油症次世代調査票



現住所と郵送先が違う場合は

ここに理由も記載する

次世代調査への参加の意思について

自治体（カネミ油症担当者）に

伝えてよいかの確認

次世代調査個人票



研究同意書



次世代調査に関するお願いおよび説明



次世代調査に関する書類の返送有（調査へ参加同意の人）・・・１９７名

令和６年度次世代調査への参加人数・・・１９７名

次世代調査へ参加し油症検診も受診した人数・・・１０３名

次世代調査に関する書類を送付した人数・・・４１１名

今回何らかの回答があったが、次世代調査に参加していない人・・・２１名

・令和６年度は参加しないと答えた人・・・４名

・今後参加しないと答えた人・・・２名

・個人票と同意書がない人・・・１名

・ Webでの入力のみの人・・・１４名

上記の参加者の中で、油症一斉検診を受診した人・・・１０３名

上記の参加者の中で、１５歳以下の人・・・２５名
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令和6年度 次世代調査参加者の内訳
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これからの次世代油症検診についてのお願い

＊昭和４４年以降に生まれた認定患者さん（２世）は今まで通り認定患者さんとして対応する

次世代調査対象者
油症認定患者の子供、孫で昭和４４年（１９６９年）以降に生まれた人

・次世代調査に参加している場合・・・『次世代調査に参加しており、油症検診を受診したい』

・次世代調査に参加していない場合・・・親の情報を確認

親が認定患者の場合・・・・①次世代調査について知っているか尋ねる

②次世代調査に参加するつもりはないか尋ねる

（本人の意向を重視する。無理には行わない）

親が未認定者の場合・・・・当時の生活状況を確認（親のカネミ油の摂取歴など）

→まず親の油症検診の受診を勧める

次世代調査へ
参加の希望があれば
全国油症治療研究班へ
お電話を！



次世代調査に関してご質問、なんでもお尋ねください

連絡先

全国油症治療研究班
（九州大学病院 油症ダイオキシン研究診療センター）

☎ 092-642-5211


